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瘍 で あ る が， 超 音 波 内 視 鏡 下 穿 刺 吸 引 法



































　現病歴：2018 年 10 月，肛門部付近の痛みを
訴え，近医を受診し，直腸後壁に巨大な粘膜下
腫瘍を指摘され，精査のため当院消化器内科に
紹介された．同年 12 月，造影 CT 検査で直腸
































を伴う 10 cm 大の腫瘍性病変を認める（矢印）．
写真２：超音波内視鏡検査所見．直腸外膜外に 75 




3a： ヘマトキシリンに淡染する多量の粘液様物質を背景に , 
腫瘍細胞が集簇性および散在性にみられる（Pap. 染色 , 
× 20）
3b： 腫瘍細胞は多空胞状を示す淡明で広い細胞質を有してい
る．いわゆる脊索腫の担空胞細胞である（Pap. 染色 , ×
100）
3c： 腫瘍細胞は PAS 反応陽性である（PAS 反応 , × 40,）
3d： 背景の粘液様物質はギムザ染色でメタクロマジーを示し

























1），年間約 100 万人に 1 人発症するとされる稀
な骨腫瘍である 2）．その 44 〜 57% が仙尾椎に，










る（HE 染色 , × 40）．
４（b-e）
　： 免疫組織化学染色で腫瘍細胞は AE1/AE3，EMA，
S-100，Vimentin が 陽 性 で あ る（4b: AE1/AE3, 4c: 
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